




































































を得て第 12 回目の最終講義を傍聴させていただきました（2020 年７月 21 日３限）。
この日は、川原秀夫氏をゲストスピーカーに招いて講義が展開されました。
川原秀夫氏は、特別養護老人ホームに 18 年勤務後、1999 年に認知症の方の宅
老所「きなっせ」を開設。同年７月に特定非営利活動法人コレクティブを設立、
同法人の理事長に就任されています。この「きなっせ」の運営にかかわりつつ、











































































ついてインタビューをオンラインにて実施しました（2020 年９月 21 日）。
その結果について、紹介していきたいと思います。
１）講義を選択した動機
講義を選択した動機については、「福祉に関する専門科目をできるだけ取る中で
とった」、「福祉に関する専門科目の中でも、広く学べそうな家族という言葉が入っ
た科目をとった」といった自らの学びのプロセスにかかわる理由や、「自らの家族
問題について学びを深めてみたい」という自身の抱える問題に関わる理由、そし
て「岡先生の他の講義科目を履修し、違う岡先生の科目をとってみたい」という
担当教員にかかわる理由もありました。この他にも「オンライン講義になり、池
袋キャンパスの学生でも新座の科目履修が容易になったから」という理由もあり
ました。
２）講義のおすすめポイント
講義のおすすめポイントとしては、「誰にもかかわりがある家族という身近な
225
テーマの学びを深めることができる」、「実際に起こった具体的事例をもとに、家
族に関する問題を考えることができる」、「多様なゲストスピーカーの話が聞けて、
多面的に家族福祉を考えることができる」、「性の考え方が変わる」「リアクション
ペーパーやアンケートを通じて、様々な学生の意見を聴くことができる」といっ
た意見が寄せられました。
この他には、他学部からみた意見として「自分の学部で展開される講義の様子
と比較して生徒と教員の距離が近い」、「講義後で課せられる課題が、抽象的な内
容が多く、自らの経験や考え方を通じた思考が求められ、自らの考えをまとめる
きっかけになる」といった意見も寄せられました。
３）講義で学んだこと
講義で学んだこととしては、「ひとりの生活者を意識してひとりひとりと向き合
う」、「人とのかかわりには一歩踏み出してみる」、「ある事象を一面的に捉えるの
ではなく、様々な立場から多面的にとらえる」といった岡先生も講義のポイント
として強調していた、ソーシャルワークの基本となる人や人が抱える様々な課題
との向き合い方についての意見が多く聞かれました。この他には、「家族のイメー
ジを自分の家族から広げることができた」といった家族に関することや「授かり
婚への認知の違いを知れた」といった意見もありました。
また、「重要な他者との出会いを大事にする」、「さまざまな他者を意識した問題
の構造への意識、それの解決の方法」、「複数人を対象とする課題解決における調
整の際、価値の対立がおこりうること、その際には、ねばりづよく説明を行い、
寄り添うことが重要であること」といった家族に代表される複数の人間関係をと
らえる構造についての意見も聞かれました。
さらに、岡先生の仕事や家庭生活の経験談、パートナーに主夫として家事の大
半を担ってもらって
いることなど、プラ
イベートの話を通じ
て、女性におけるワー
クライフバランスに
ついて改めて考える
きっかけになったと
いう意見もありまし
た。
図２　インタビュー時の画像 
（左上から時計回りに山本さん、笹木さん、齊藤さん、石田さん）
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５．取材を通して感じたこと
１）オンライン講義への対応とリスク
取材を通して、オンラインであっても在校生が講義にまじめに取り組んでいる
ことやオンライン環境下でも在校生のアクティブラーニングを引き出すためにも
様々な工夫を、岡先生をはじめとする講義を担当する先生方がなさっていること
を実感しました。
取材を通して、オンライン講義を自宅からする難しさや、学生の注目を 100 分
受けながら講義を展開しなくてはならず、匿名アンケートや自らを開示しないま
ま音声を講師に届けることによる誹謗中傷リスクなどがあることも知りました。
オンラインならではの新たな学びが大学教育において展開されている一方で、こ
うしたリスクや困難への対応が求められていることを知りました。
２）コミュニティ福祉学部における学びの特徴
一方、今回の取材（講義傍聴や履修学生へのインタビュー）においても、講義
内容を咀嚼し、自ら考えることで自分に何ができるか、社会に何が求められてい
るかを真摯に考えている学生の姿をみることができました。
また、家族福祉論の最終講義に川原氏をお呼びした「縁」が、故森本佳樹教授
にあったというエピソードや、実践に重きをおいた講義や演習やゲストスピーカー
による語りをとおして行われていたという家族福祉論の授業の様子から、立教大
学コミュニティ福祉学部における学びの特徴が、まさに開学当初からの臨床実践
と知の交差を経てかたちづくられ、それは今も脈々と受け継がれていることを実
感しました。このことは、インタビューにおいて他学部の学生が指摘していた教
員と学生の近さ、リアクションペーパーにおける学生と教員とのやり取りにおけ
る自学部との違いにも象徴されているものと感じています。
３）まなびあいの活動の今後に向けて
今回の取材を通して得られたこのような一卒業生の気付きは、まなびあい活動
の意義のひとつであり、今後も様々なかたちで活動が展開されていくことを期待
します。
2014 年の原稿では、以下の言葉を結びに記しました。
「今後、コミュニティ福祉学部の学びの現在が、卒業生やその他コミュニティ福
祉学部関係者に様々な形で周知されるよう、次号以降も学会誌まなびあいでの企
画や特集の検討をお願いしたいと考えております。」
この言葉を再掲するとともに、私自身その活動に何らかの形でかかわっていき
たいと考えております。
